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研究成果の概要（和文）：企業にとってのビッグデータやSNSなどの現代の情報技術がもたらす可能性を経営戦
略と組織について考察するために、超柔軟組織としてとらえた２つの研究方針を設定した。モノと情報の流れを
整える仕組みを解明する方向性と、需要プロセスの変化を取り込む方向である。
主な成果として、ゲーミングを利用するサービス化の戦略分析の動学的方法の開発、マーケティング戦略として
SNSなどの利用を実践する方法の開発、サプライチェーンの柔軟性と品質マネジメントの関連についての知見を
得た。

研究成果の概要（英文）：Speculating possible strategy and organization to utilize bigdata and SNS 
technology is quite urgent issue for business organization and academics. We provided two directions
 in the research of such hyper-flexible business organization. In one direction we focus on 
clarifying mechanism of aligned flow of material and information. And in the other direction, we 
aimed at ever changing demand process and tried to take it into the business process.
We got the following result. We developed gaming methodology for the analysis of corporate strategy 
that allows us dynamic if-then conditions, especially in servitization of manufacturers. As to 
marketing strategy, we designed and implemented a mechanism that allows us to use SNS in usual 
commerce. A wide variety of questionnaire-based research on supply chain management are conducted, 
and we showed some important relationship among flexibility, quality management, and others.

研究分野：経営学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の意義は、ビッグデータとＩｏＴなどをビジネスイノベーションへ適用すべき方向が単品としての製品や
サービスの高機能化ではなく、「大きな問題として経営の前に立ちはだかっている需要の不確実性であり、それ
に対応できるビジネスモデルの開発であることを認識すること」を明らかにしたことである。本研究は、その認
識にそってこれまでの世界観を変えることの必要性を示している。従来型の製造業でもスーパーのような小売業
でも、その方向へのビジネス応用開発が重要であることを指摘し、従来の慣行の意義を示しつつ、新しい概念を
提示した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 

(1) 2000 年前後から日本ではサービス・サイエンスという概念が注目された。その後に続いた

研究で、製造業も含めた、広くビジネスのサービス化が、レストランや旅館や理美容業等の「サ

ービス業」とは全く異なるものであることが明らかになってきた。「おもてなし」は無関係であ

り、メンテナンスサービスだけでなく、それぞれのビジネスの専門知識を専門サービスとして提

供する方式への変換の重要性が理解されてきて、製造業を含めて大きな変化の時代を迎えている。

ビジネスの変化は社会の変化につながっていく。 

メジャーリーグの選手についての多くのデータを利用して、経験則以上の評価を行うセイバー

メトリクスの歴史は古いが、2010 年ごろから、ビッグデータ利用の典型例と考えられるように

なり、IoT（モノのインターネット）や人工知能、さらに、SNS を典型とするソーシャルメディ

アなどの情報をビジネスイノベーションへ適用すべきとの機運の高まりや事例が多くなった。し

かし日本での応用の方向は、単品としての製品やサービスの高機能化をねらうこととしてとらえ

られることが今でも多い。世界観として「いいものを作り続けて成長する」ことを重視するとい

うマインドセットから抜け出せない、モノづくり重視戦略を描いているといえよう。 

 学術的には、従来のオペレーションズマネジメントにおけるリーン生産方式などの知識、戦略

論における経営資源アプローチやダイナミックケイパビリティやプラットフォーム論、マーケテ

ィングにおけるソーシャルメディアや従来の広告、組織論、さらにはそれらの数理的、統計的基

礎理論も利用可能で有効であるが、現状でのビジネスのとらえ方の世界観変換には至っていない

状況であり、現在でもあまり変わっているとはいえない。 

本研究においては、新しい方向のビジネスを超柔軟な組織としてとらえる概念枠組みを提唱し

た。超柔軟な組織は本研究で使用する名称である。その意味するところは、IoT やビッグデータ、

個人の行動データ、インダストリアル・インターネットやインダストリー4.0 による小ロット短

リードタイムの可変量短納期生産とサプライチェーン、SNS などのソーシャルメディアをマーケ

ティングの新しい意味付けから利用する広告メカニズム、等が高度に実現されたビジネス組織の

ことである。製造業やスーパーマーケットなどの従来企業のビジネスモデルとビジネスプロセス

の新しい方向性を示すような事例の意味付けや、概念や方法が必要とされた。 

 

２．研究の目的 

(1) 目的は、需要プロセスまでをも含めて柔軟なビジネスプロセスを構成し進化させていく、そ

れが可能となってくるというビジネスの革命的な動きを明確化すること、研究の可能性と組織の

基幹業務のあり方をいくつか検討し、また、試行することによって有効性を確認することである。 

(2) 超柔軟な組織構成を持つビジネス組織とは、需要プロセスまでも自社の業務管理スパンに含

み、かつ、IoT やプラットフォームを用いたサービス化を実施する企業である。超柔軟な組織構

成を持つビジネス組織については、戦略、オペレーション、サプライチェーン管理、マーケティ

ングといった経営学の分野の理論の脱構築が必要である。 

研究代表者は、過去に実行し公表した研究において「モノと情報の流れを整える仕組み」を概



念化した。情報の利用が叫ばれるが、情報をモノの流れと同一にとらえると何が可能になるかを

示した研究成果である。この概念を出発点として、超柔軟な組織構成のビジネスの戦略と組織を

分析し、新たな事例の発見と原理の精緻化を行うことが、本研究の独自性であり、独創的な発展

につなげることができる。 

 

３．研究の方法 

本研究では、超柔軟な組織構成を持つビジネス組織に関して、(1) 経営戦略についての研究、

(2) オペレーション戦略とサプライチェーンの研究、(3) マーケティング戦略の研究の３つの目

標と、(4)それぞれにおいてゲーミングを用いてケースタディとしての理論的役割を模索するこ

とを研究方法として設定した。４つのそれぞれについて複数の研究者が責任分担を決めつつ、多

能工的にかかわることで個々の研究を進めた。本研究を実施するメンバーを中心として横浜国立

大の中に研究拠点を組織して、外部研究者との交流も行えるような方法で定期的に拠点会議を開

き、研究課題についての研究内容の統合的な理解と発展を図った。拠点会議は年に夏冬の 2回は

20 大学あまりの参加者も集めて行った。 

 

４．研究成果 

研究方法で４つの研究の方向性を設定し、それぞれにおいて研究を進めた。以下でその内容を

述べる。業績一覧のような豊富な成果を生み、超柔軟な組織構成のビジネスの有望性が総体的に

見えている。一方で、これらの成果を踏まえて明確に認識されていることは、「需要プロセスま

でも自社の業務管理スパンに含み、かつ、IoT やプラットフォームを用いたサービス化を実施す

る企業」への転換を示す概念である超柔軟な組織は、これまでのビジネスの常識と大きく異なる

世界観を要求することである。単に基幹業務のやり方と企業間連携を変更してこれまで通りのモ

ノづくりの高度化を進めればよいというものではない、ということが明らかになった。 

(1) 超柔軟な組織の経営戦略についての成果 

 製造業のサービス化とプラットフォーム化についての研究を進め、ケーススタディとしてゲー

ミングを用いる方法の提唱とともに、プラットフォーム化が進展してエコシステムが進化発展す

る戦略的特徴を明らかにした。需要の不確実性とそれに起因する市場の進化に対して自社だけで

対処することの限界と、プラットフォームの補完事業者というパートナーとのダイナミックな関

係の維持がひとつのキーである。需要不確実性への現代的対応としての、IoT ビッグデータの利

用によるビジネスの進化の方向性を分析する研究として発展している。研究で用いたゲーミング

の枠組みは、ゲーミング環境として使用しているゲーム実施基盤である BSel プログラムについ

て、ゲーム公開による教育応用の新たな方法を実現した。 

(2) オペレーション戦略とサプライチェーンの研究成果 

(2-1)サプライチェーン・マネジメントとオペレーションについての多面的な実証研究 

質問票調査によって製造企業から収集されたデータを用いて、品質マネジメントや JIT 生産、

サプライチェーン・マネジメントなどに関わる経営慣行が製造能力やオペレーション成果に及ぼ



す影響の構造解析を試みた。主たる成果は以下の 7点に要約される。 

１）ベトナム製造企業における人的資源管理が製造柔軟性に及ぼす影響について実証的に分析し、

多能工の育成の重要性を確認した。 

２）12 か国の製造企業における TQM および JIT 生産の諸慣行が柔軟性に及ぼす影響について実

証的に分析し、前提条件となっていることを明らかにした。 

３）ベトナム電機電子機器製造企業におけるサプライチェーンにおいて、上流企業および下流企

業との品質マネジメント連携慣行（情報技術連携、情報共有、サプライヤーや顧客の関与など）

が品質やコスト、納期に関わるオペレーションに効果を持つ。 

４）13 か国の製造企業のサプライチェーン・マネジメントにおいて、顧客との協働慣行がオペ

レーション成果において、品質、コスト、納期、柔軟性に影響を持つ。 

５）日本とベトナムの製造企業における品質マネジメント慣行がオペレーション能力に及ぼす影

響に関する比較研究を行い、品質改善に対するサプライヤーの関与および情報フィードバックが

及ぼす影響が両国間で大きく異なることを見出した。 

６）日本の大手製造企業を対象として、職能間統合アプリとサプラ―チェーン・アプリがサプラ

イチェーン統合に有効であることを明らかにした。 

７）13 か国の製造企業のサプライチェーン・プロセス統合で、情報技術の連携およびサプライ

ヤーとの情報共有がそれぞれ独立した媒介要因となり、順次、上流方向のサプライチェーン成果

への影響を取り継いでいくことを明らかにした。 

(2-2) 競合的なサプライチェーンにおける不確実性下の意思決定と効果 

サプライチェーンにおける各主体が最悪ケースを想定して意思決定を行う状況についてモデ

ルを構築し分析した。競合相手の行動に起因する不確実性を扱ったモデルでは，不確実性の大き

な（つまり情報弱者の）主体が利益を減らし、不確実性の小さな主体が利益を増加させる。また、

不確実性が増大するにつれて物流量が減少する。 

(2-3) 数理的な基本構造にかかわる研究 

代数幾何学の分類対象である３次元 Fano 多様体の分類を重み付き射影空間への埋め込みの余

次元が 4の場合を主な研究として行った。 

(3) マーケティング戦略 

(3-1)消費者生成型コンテンツ(UGC)の研究環境の構築と応用 

消費者生成型コンテンツ(UGC)上で消費者が発信した小売業の店舗・売場情報が他の消費者の購

買に与える影響を明らかにした。具体的には，小売店舗の価格イメージに関する情報について「コ

スパの良い」と「安い」という操作情報を与えたうえで，消費者の口コミや購買がどのように影

響を与えるのかを明らかにした。 

研究方法として，消費者間の口コミの媒体となる消費者生成型コンテンツを試験的に作成し

（以下，UGC），消費者パネル（以下，参加者）を募ってその UGC に参加し，参加者間で投稿・反

応の交流をしてもらった。その交流を通じて，参加者の①UGC 交流履歴，②UGC で交流する前（交

流前）と交流した後（交流後）の質問票回答，③UGC 交流前後の購買履歴，の 3点のシングルソ



ースデータを構築した。このデータによる分析の結果，「コスパの良い」という，知覚ベネフィ

ットは高いが知覚コストは低いという状態を踏まえた小売の価格イメージが消費者の消費者の

行動に与える影響を明らかにすることができた。 

本研究の学術的貢献は，小売店舗の価格イメージが消費者間の口コミにもたらす影響を明らか

にしたことである。この点を明らかにできたことは意義ある成果である。また「コスパの良い」

という表現は「安い」という表現に比べて，ポジティブな自己表現につながり，他者からほめら

れたいという期待にもつながり得る。“コスパの良い”という表現は， 消費者による口コミや購

買を喚起するうえで，今後の小売店舗における有力なコミュニケーションのキーワードとして検

討していくべきであろう。また，実証分析で扱った調査用 UGC の仕組みが，今後の小売企業によ

るデジタル・コミュニケーションの方法に活用でき得ることである。今後，小売アプリのコンテ

ンツの一つとしてユーザーレビュー機能を搭載し，顧客に対してそのレビュー機能への投稿の喚

起次第によっては，顧客間での交流が盛り上がり，来店促進や買上促進に活用していける。 

(3-2) ソーシャルメディアと売上のひとつの関係性 

１） ソーシャルメディアの利用について，ソーシャルメディアが売上に与える影響 

飲料品売上について，マスメディアによる効果とソーシャルメディアによる効果の両方を考慮

したモデルを構築した。得られた成果は以下の 3つである。（1）マス広告，ソーシャルメディア

発信量はどちらも売上に影響を与えることが明らかになった。（2）マス広告からソーシャルメデ

ィアの発信量への影響について，多くのブランドに対しては正の影響を与えることが明らかにな

った。（3）マス広告の影響について，ソーシャルメディア経由の影響を考慮することで，より正

確な効果の測定が可能になった。 

２）COVID-19 のアウトブレイクにおけるソーシャルメディアの利用動向に関する分析 

COVID-19 のアウトブレイクによって大きく市場環境が変化している今日のように，急激な環

境変化による非連続な状況下において，次世代イノベーションの源泉として創発的性質を有する

消費者（以下，ENCs）の有用性を先行研究レビューによって示し，ENCs が新しい生活様式に適

応した消費者であったことを分析によって明らかにし，加えて彼/彼女らのスマートフォン（と

くにソーシャルメディア）の利用動向を分析することで，ENCs の環境変化に対する行動変容の

特徴を捉えることを試みた。その結果，ENCs は同じ先端層であるリードユーザーよりも環境変

化に対して頑健で新しい生活様式に適応した消費者であることが明らかになり，彼/彼女らのス

マートフォン利用動向は，とくにソーシャルメディアの利用動向においてリードユーザーや一般

ユーザーとは異なる可能性を示した。 
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